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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月30日(2011.8.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　内燃機関の潤滑方法であって、前記機関に、
　（ａ）潤滑粘度の油と；
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり少なくとも２５重量
部のチタンと；
　（ｃ）Ｔｉ含有酸化防止剤以外の酸化防止剤と、
　（ｄ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤と、
　（ｅ）可溶性ホウ素化合物の形態における１００万重量部当たり少なくとも７０重量部
のホウ素と
を含む潤滑組成物を供給するステップを含む方法。
【請求項２】
　前記可溶性ホウ素化合物が、ホウ酸エステルである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　（ｄ）の前記金属含有清浄剤が、サリチレート部分を含有する清浄剤を含む、請求項１
または請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドを含む、請求項１から３のいずれか
に記載の方法。
【請求項５】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン改質分散剤、チタン塩とした、またはチタンにキ
レート結合したトリルトリアゾールオリゴマー、クエン酸チタン、グリコールに由来する
チタン化合物（上述のそれぞれが２０，０００未満の数平均分子量を有する）、および表
面改質ＴｉＯ２ナノ粒子からなる群から選択される、請求項１から３のいずれかに記載の
方法。
【請求項６】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換コハク酸イミ
ド分散剤との反応生成物であるチタン改質コハク酸イミド分散剤を含む、請求項１から３
または請求項５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記組成物が、１００万重量部当たり１５０重量部未満のモリブデンと、１００万重量
部当たり１２００重量部未満のリンとを含む、請求項１から６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記ホウ酸エステルが、２－エチルヘキサノールとホウ酸との生成物を含む、請求項２
から７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記チタンの量が、７５～１０００ｐｐｍである、請求項１から８のいずれかに記載の
方法。
【請求項１０】
　（ａ）潤滑粘度の油と；
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり少なくとも２５重量
部のチタンと；
　（ｃ）Ｔｉ含有酸化防止剤以外の酸化防止剤と、
　（ｄ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤と、
　（ｅ）可溶性ホウ素化合物の形態における１００万重量部当たり少なくとも７０重量部
のホウ素と
を含む潤滑組成物。
【請求項１１】
　前記可溶性ホウ素化合物が、ホウ酸エステルである、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　（ｄ）の前記金属含有清浄剤が、サリチレート部分を含有する清浄剤を含む、請求項１
０または請求項１１のいずれかに記載の組成物。
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【請求項１３】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドを含む、請求項１０から１２のいず
れかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換コハク酸イミ
ド分散剤との反応生成物であるチタン改質コハク酸イミド分散剤を含む、請求項１０から
１３のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　前記チタンの量が、７５～１０００ｐｐｍである、請求項１０から１４のいずれかに記
載の組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は、
　（ａ）潤滑粘度の油と；
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり少なくとも約２５重
量部のチタンと；
　（ｃ）Ｔｉ含有酸化防止剤以外の酸化防止剤と、
　（ｄ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤と、
　（ｅ）ホウ酸エステルなどの可溶性ホウ素化合物の形態における１００万重量部当たり
少なくとも約７０重量部のホウ素と
を含む潤滑組成物をさらに提供する。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　内燃機関の潤滑方法であって、前記機関に、
　（ａ）潤滑粘度の油と；
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり少なくとも約２５重
量部のチタンと；
　（ｃ）Ｔｉ含有酸化防止剤以外の酸化防止剤と、
　（ｄ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤と、
　（ｅ）可溶性ホウ素化合物の形態における１００万重量部当たり少なくとも約７０重量
部のホウ素と
を含む潤滑組成物を供給するステップを含む方法。
（項目２）
　前記可溶性ホウ素化合物が、ホウ酸エステルである、項目１に記載の方法。
（項目３）
　（ｄ）の前記金属含有清浄剤が、サリチレート部分を含有する清浄剤を含む、項目１ま
たは項目２に記載の方法。
（項目４）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドを含む、項目１から３のいずれかに
記載の方法。
（項目５）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタン改質分散剤、チタン塩とした、またはチタンにキ
レート結合したトリルトリアゾールオリゴマー、クエン酸チタン、グリコールに由来する
チタン化合物（上述のそれぞれが２０，０００未満の数平均分子量を有する）、および表
面改質ＴｉＯ２ナノ粒子からなる群から選択される、項目１から３のいずれかに記載の方
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法。
（項目６）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換コハク酸イミ
ド分散剤との反応生成物であるチタン改質コハク酸イミド分散剤を含む、項目１から３ま
たは項目５のいずれかに記載の方法。
（項目７）
　前記組成物が、１００万重量部当たり約１５０重量部未満のモリブデンと、１００万重
量部当たり約１２００重量部未満のリンとを含む、項目１から６のいずれかに記載の方法
。
（項目８）
　前記ホウ酸エステルが、２－エチルヘキサノールとホウ酸との生成物を含む、項目２か
ら７のいずれかに記載の方法。
（項目９）
　前記チタンの量が、約７５～約１０００ｐｐｍである、項目１から８のいずれかに記載
の方法。
（項目１０）
　前記ホウ素の量が、約７０～約１０００ｐｐｍである、項目１から９のいずれかに記載
の方法。
（項目１１）
　前記チタンの量が、約８５～約１５０ｐｐｍであり、また前記ホウ素の量が、約８５～
約１５０ｐｐｍである、項目１から１０のいずれかに記載の方法。
（項目１２）
　（ａ）潤滑粘度の油と；
　（ｂ）油溶性チタン含有材料の形態における１００万重量部当たり少なくとも約２５重
量部のチタンと；
　（ｃ）Ｔｉ含有酸化防止剤以外の酸化防止剤と、
　（ｄ）Ｔｉ含有清浄剤以外の金属含有清浄剤と、
　（ｅ）可溶性ホウ素化合物の形態における１００万重量部当たり少なくとも約７０重量
部のホウ素と
を含む潤滑組成物。
（項目１３）
　前記可溶性ホウ素化合物が、ホウ酸エステルである、項目１１に記載の組成物。
（項目１４）
　項目１２または項目１３に記載の成分を組み合わせるステップにより調製される組成物
。
（項目１５）
　（ｄ）の前記金属含有清浄剤が、サリチレート部分を含有する清浄剤を含む、項目１２
から項目１４のいずれかに記載の組成物。
（項目１６）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドを含む、項目１２から１５のいずれ
かに記載の組成物。
（項目１７）
　前記油溶性チタン含有材料が、チタンアルコキシドとヒドロカルビル置換コハク酸イミ
ド分散剤との反応生成物であるチタン改質コハク酸イミド分散剤を含む、項目１２から１
５のいずれかに記載の組成物。
（項目１８）
　１００万重量部当たり約１５０重量部未満のモリブデンと、１００万重量部当たり約１
２００重量部未満のリンとを含む、項目１２から１７のいずれかに記載の組成物。
（項目１９）
　前記ホウ酸エステルが、２－エチルヘキサノールとホウ酸との生成物を含む、項目１２
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から１８のいずれかに記載の組成物。
（項目２０）
　前記チタンの量が、約７５～約１０００ｐｐｍである、項目１２から１９のいずれかに
記載の組成物。
（項目２１）
　前記ホウ素の量が、約７０～約１０００ｐｐｍである、項目１２から２０のいずれかに
記載の組成物。
（項目２２）
　前記チタンの量が、約８５～約１５０ｐｐｍであり、また前記ホウ素の量が、約８５～
約１５０ｐｐｍである、項目１２から２１のいずれかに記載の組成物。
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